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１ 推進地域の児童生徒の現状

２ 目標、目指す子ども像

・不登校により学びや支援にアクセスできない児童生徒を０％とする。
・新規の不登校児童生徒の出現の割合を０％とする。
・不登校児童生徒全体の１０％を学校復帰と捉えられる状況にする。

年 度
推進地域の

総児童生徒（名）
推進地域の不登校
児童生徒数（名）

出現率

令和６年度 ７０４ １８
【令和７年３月末時点】

４．９％

令和７年度 ６５１ ２６
【令和7年１１月末時点】

１２.４％

【目指す子ども像】
自ら考え行動し、仲間とともに、
ねばり強く取り組む子ども

○18名が自校にあるサポートルーム「こねくと」を活用
○２名は市内にあるフリースクールに通学（週２～３日程度）

２６名のうち、長橋中学校の不登校生徒数は２１名であり、そのうち



３ 今年度の取組

（１）事業推進体制の構築

・不登校対策連絡協議会の開催（６月、８月、12月、２月）

・不登校対策コーディネーターの配置 → 小学校への訪問
・体験入学に合わせた児童情報交流

・不登校支援ガイドブック等を活用した教職員研修
７月「風土アンケートの結果周知」、９月「発達支持的生徒指導」

10月「不登校生徒の成績評価の法令周知」、１月「ガイドブックの内容周知」

・不登校支援に関わるＳＣからの講話

・不登校対策連絡協議会を定期的に開催し、各校の「風土アンケート」結果の比較・検
討を行ったり、小学校の不登校児童の情報共有を行うことで、中学校入学前の児童と
の関係性の構築を行ったりした。

・不登校支援についての助言や連携の仕方等の理解を深めるため、ＳＣが講師とな
り、全教職員を対象にした講話を行った。

４ 取組のポイント



３ 今年度の取組

【ほっとプラス実施時の授業の様子】

・サポートルーム「こねくと」が通常学級よりも登校しやすい雰囲気になるよう、
安心して学ぶことができる場、不登校生徒同士の交流の場、登校を自然に促す場
として環境を整えた。

・教育相談前や学校行事後等、生徒の心情の変化を把握する試みとして、｢心と身
体のチェック｣は第１・２学年を対象に、｢ほっとプラス｣は全学年を対象に実施
した。

・学校風土アンケートの複数回実施（４月､11月､２月）
・サポートルーム「こねくと」の開設・運用・周知
・｢心と身体のチェック｣と｢ほっとプラス」の複数回実施
・いじめ防止サミットの開催
・どさんこ子ども地区会議への参加
・ＳＯＳの出し方に関する教育「自殺予防教育プログラム」の実施

（２）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

４ 取組のポイント



５ 成果と課題

Q１ 私は学校生活の中で、安心・安全を実感できている

４月実施 94.7 １２月実施 93.5

学校風土アンケートの結果から

Q６ 私は周りの友達のことを大切にしている

４月実施 98.8 １２月実施 97.7
※３つの小学校全てで、90％以上の数値が出ている

課題

Q３ 私は学校の授業で活躍する機会がある

４月実施 60.2 １２月実施 60.8 すべての児童生徒が活躍できる授業づくり
Q８ 私は学校が好きだ

４月実施 79.7 １２月実施 74.7 登校するのが楽しい魅力的な学校づくり

学年によって数値の差が大きい

→学校評価や児童生徒アンケートなどの数値を基に、具体的な取組を促す必要性

２つの項目とも、若干数値が下がる
ものの高い数値を維持



５ 成果と課題

改善された生徒の紹介

誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策について 令和５年３月
不登校児童生徒が欠席中に行った学習の成果の成績評価に係る法令改正について 令和６年８月
不登校支援ガイドブック 全ての子どもの笑顔のために ～社会的自立に向けた支援のポイント～ 令和５年１２月

・学習環境や人数、教科などを自由に選択 → 個別最適な学びを

・給食当番や係の仕事 → 小集団による与えられた役割を果たす

「こねくと」の運営方法や考え方が浸透し、学校が安心できる場に！

・先生方の来室が増える → 安心感や多くの人との繋がりが生まれる

・生徒の「出席の扱い」や「成績評価」の考え方を職員へ周知

→ 本人の努力を認め、社会的自立を後押しすることで自己肯定感を高める

・Ａさん（中３）は、第３学年１1月から登校開始し、受験に向けて「こねくと」で必死に勉強中。
・第３学年４月に転入してきたBさん（中３）は、前の学校では不登校傾向であったが、欠席日数は現在３日。
・Cさん（中３）は、前年度の欠席日数は２００日であったが、今年度は、これまでに６２日出席。
・Dさん（小６）は、登校日数が少なかったが、１１月後半に「こねくと」へ出席。

→ 小学校への登校についても意欲を高めるきっかけに！



６ 次年度以降の取組に向けて

①学校風土アンケートの数値改善に向けた取組
いじめ等の行動を許さない学校づくり
すべての生徒の「居場所」や「絆」づくりの場

②教育相談体制の充実
→ 相談できる人・時間を増や

し、すぐに支援できる体制

づくり

②SOSを出せる環境
→ 共感的な人間関係の育成

SOSの出し方に関する教育
SCやSSCの効果的な活用

③ケース会議に基づく家庭訪問やカウンセリング
支援方法の多様化、ICTの活用
不登校生徒への希望アンケートの実施

生徒指導の実践上の４つ
の視点を踏まえた日常の
実践を繰り返していく

不登校対策コーディネーター
を中心とした校内体制の機能
の強化とともに、関係機関との
連携をより充実させて生徒を
支援していく

生徒指導提要 P229 文部科学省 令和４年１２月

①

②

③


